







 都市人口のドーナツ化により昭和 43(1968)年以降 30 年近くにわたって減少し続けてきた東京
都特別区部人口は、1995 年以降再び増加に転じることになる。「人口の都心回帰」、より正確には





















調査結果に基づき、平成 2(1990)年、平成 12(2000)年、平成 22(2010)年の各調査に先立つ 5 年間
の多摩地区での移動の特徴とこの間における変化を分析する。なお、表記を簡略化するために、
以下では各調査が移動把握の対象期間としている 1985～1990 年、1995～2000 年、2005～2010

















    
   
 これによれば、多摩地区からの移動者2による特別区部への移動者数と多摩地域の域内移動者
数の割合は、ほぼ７：３と多摩地区内での移動が特別区部への移動者数に比べて圧倒的に多いこ
とがわかる。ただ、第 1 期の移動数を 100 とした指数で 3 期間の変化を見ると、多摩地区の域内移
























                                                  
2 東京都の島嶼部、他道府県、国外への移動者を除く。 
移動数 （％） 移動数 （％） 移動数 （％）
特別区部への移動 89,557 28.0 113,012 28.7 85,289 30.7












によって与えられる。ただし、市町村合併によるあきる野市（1995 年 9 月 1 日）と西東京市（2001 年
1 月 21 日）の誕生により、ｍは 32（第 1 期）、31 (第 2 期)、30（第 3 期）である。 
 また移動元 i の人口を iP 、移動先ｊの人口を jP 、移動元群（＝移動先群）である多摩地区の人口
総数を P とすれば、移動元 i における移動者は移動元群の人口総数に対する割合 PPi に応じ
て発生し、任意の移動元からの移動者は、当該地域単位を除く全ての分析対象境域内の地域単
位を移動先として選択することができる。その場合の移動先の選択が人口規模に応じて行われる
場合には、その選択状況は )( ij PPP  によって評価することができる。従って多摩地区の域内
移動の場合、移動元と移動先の間で発生しうる平均的な移動数（期待移動数）は、 iP と jP の関数
として 









































                                                  


















 各期の移動数データは、政府統計ポータルサイト eStat からそれぞれ次のような手順で以
下の各表をダウンロードして使用した。 
 
 表２ 国勢調査による移動数データ 
第 1 期 国勢調査→平成 2 年国勢調査→人口移動集計その１→表 00302「男女の別（性別）
（３）、5 歳以上人口、市区町村、（5 年前の常住地）都道府県･市区町村」 
第 2 期 国勢調査→平成 12 年国勢調査→人口移動集計その１（転出入状況、移動人口の労
働力状態、産業別構成など）→都道府県結果 13 東京都→報告書掲載表→DB→人
口移動集計その１（転出入状況、移動人口の労働力状態、産業別構成など）→表
00504「5 歳以上人口・15 歳以上就業者、男女（３）、15 歳以上人口、（5 年前）市町村、
現住都道府県、市区町村」 
第 3 期 国勢調査→平成 22 年国勢調査→移動人口の男女･年齢等集計（人口の転出入状況）
→都道府県結果→13 東京都→DB→移動人口の男女･年齢等集計（人口の転出入状
況）→表 00511「5 年前の常住市区町村による現住市区町村、男女別人口（5 歳以上人
口－特掲）転出市町村」 
 






移動数 割合（％） 流入数 割合（％） 移動数 割合（％）
県内他市区町村から 91,614 8.8 116,374 11.0 86,614 10.7
他県から 855,842 82.6 835,800 79.2 643,024 79.8
国外から 88,850 8.6 103,412 9.8 76,537 9.5











 表３ 国勢調査による常住人口データ 
昭和 60 
（1985）年 

















平成 12 年国勢調査→第 1 次基本集計（男女･年齢･配偶関係、世帯の構成、




























第 3 期（30 市町村）のそれぞれの平均値を、各期における多摩地域全体の平均的な域内移動の
強度とする。 
それによれば、第 1 期に 1.5301 であったものが、多摩地区から特別区部への移動数は第 1 期



















1.0未満 1.0～ 2.0～ 3.0以上 1.0未満 1.0～ 2.0-3未満 1.0未満 1.0～ 2.0～ 3.0以上
調布市 奥多摩町 羽村町 檜原村 東村山市 昭島市 福生市 調布市 日の出町 青梅市 福生市
東村山市 立川市 秋川市 福生市 府中市 檜原村 羽村市 府中市 立川市 瑞穂町 あきる野市
東久留米市 瑞穂町 五日市町 調布市 武蔵村山市 あきる野市 日野市 奥多摩町 檜原村
狛江市 国立市 昭島市 多摩市 立川市 瑞穂町 西東京市 武蔵村山市 羽村市
多摩市 国分寺市 日の出町 日野市 青梅市 多摩市 昭島市
清瀬市 東大和市 武蔵村山市 清瀬市 日の出町 清瀬市 東大和市
稲城市 小平市 稲城市 東大和市 稲城市 国立市
八王子市 青梅市 狛江市 国分寺市 八王子市 国分寺市
町田市 小金井市 八王子市 小平市 狛江市 小平市







































































































































内での移動者は特別区部の人口が増加に転じた 1995 年代後半（第 2 期）には第 1 期に比べて急
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第1期 第２期 第３期
八王子市 0.5623 八王子市 0.5123 八王子市 0.6037
立川市 1.9556 立川市 1.7002 立川市 1.9503
武蔵野市 1.2326 武蔵野市 1.2387 武蔵野市 1.1980
三鷹市 1.1757 三鷹市 1.0554 三鷹市 1.0632
青梅市 1.4930 青梅市 1.6857 青梅市 2.2454
府中市 1.1014 府中市 0.9624 府中市 0.9265
昭島市 2.2355 昭島市 1.8343 昭島市 1.8903
調布市 0.9705 調布市 0.9410 調布市 0.9293
町田市 0.1974 町田市 0.1941 町田市 0.2228
小金井市 1.4564 小金井市 1.2535 小金井市 1.2807
小平市 1.5145 小平市 1.3971 小平市 1.5315
日野市 1.0065 日野市 0.8380 日野市 0.8884
東村山市 0.9699 東村山市 0.9730 東村山市 1.0261
国分寺市 1.5882 国分寺市 1.4428 国分寺市 1.5745
国立市 1.7241 国立市 1.3851 国立市 1.5798
田無市 1.1332 田無市 1.1569 西東京市 0.8627
保谷市 1.0483 保谷市 1.0443 福生市 3.5014
福生市 3.3960 福生市 2.6991 狛江市 0.5648
狛江市 0.6175 狛江市 0.5724 東大和市 1.7851
東大和市 1.5195 東大和市 1.6604 清瀬市 0.7307
清瀬市 0.6022 清瀬市 0.7057 東久留米市 1.0182
東久留米市 0.9024 東久留米市 1.0022 武蔵村山市 1.9049
武蔵村山市 2.0213 武蔵村山市 1.8153 多摩市 0.7539
多摩市 0.6023 多摩市 0.8442 稲城市 0.6438
稲城市 0.5877 稲城市 0.6721 羽村市 3.0540
羽村町 2.7273 羽村市 2.5370 あきる野市 3.4971
秋川市 2.4354 あきる野市 2.0809 瑞穂町 2.1689
五日市町 2.3199 瑞穂町 2.0199 日の出町 1.9791
瑞穂町 1.8598 日の出町 1.6788 檜原村 3.3491
日の出町 2.1275 檜原村 1.8186 奥多摩町 1.9376
檜原村 3.8959 奥多摩町 1.3189
奥多摩町 1.9993
【付表１】　各期の市町村別多摩地域内移動選好度平均値
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